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深堀　浩

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
県
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
脅
か
し
て

き
た
感
染
症
も
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

者
の
献
身
的
な
取
り
組
み
や
地
道
な
県
民
の
感
染
防
止

対
策
に
よ
り
、
小
康
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な

変
異
株
の
発
現
な
ど
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
一
刻
も

早
く
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
県
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
県
行
政
を
担
っ
て

き
た
中
村
知
事
が
２
月
で
改
選
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち

改
革
21
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

も
知
事
に
対
し
、
是
々
非
々
の
立
場
で
政
策
議
論
を
交

わ
し
て
き
ま
し
た
。
次
の
知
事
が
誰
に
な
ろ
う
と
も
、

私
た
ち
は
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

建
設
的
な
政
策
提
言
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
、

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
立
て

直
し
に
向
け
た
重
要
な
予
算
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
提
言
し
て
き
た
我
々
の
政
策
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

昨
年
末
か
ら
具
体
的
な
政
策
要
望
の
取
り
ま
と
め
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
み
な
さ
ま
の
声
や
思
い
を
私

た
ち
に
託
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
任
期
最
終
年
度
と
な
る
令
和
４
年
度
も

み
な
さ
ま
と
共
に
歩
む
改
革
21
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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ウィズコロナ進む！

「ミカンコミバエ」の誘殺と防除について ワクチン・検査パッケージ等定着促進事業

ＩＲ区域認定申請素案に議論が集中
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　新型コロナウイルス感染症との戦いは今なお続き、この災禍
からの復旧は今後も続けていかなければなりません。６月から
取り組んできた安心・安全のための飲食店認証制度は目標
8,800店舗のところ、12月時点でまだ約3,200店舗と少ない
状況です。日本全国で感染者が少ない良い傾向もありますが、
オミクロン株等懸念される事態もありますので、店舗側も利用
する側も対策をしっかりした上で楽しんで頂ければと思います。
　また、冷え込んだ県内観光産業を盛り上げるための施策「ふ
るさとで心呼吸の旅キャンペーン」も対象が福岡・佐賀・熊本の
皆様まで拡大し、２月末まで延長となりました。予算上限に達
すると前倒しで終了となります。１月からはワクチン検査パッ
ケージが必須となり、他にもこれまでと運用が異なる部分もあ
ります。事前に情報サイトをご確認頂き、2022年がさらに日
常を取り戻す年となるようこれからも取り組んで参ります。

山口  初實

農
水

経
済

委
員
会

山田  朋子

文
教

厚
生

委
員
会

　ワクチン・検査パッケージ制度及び飲食、イベント、旅行等
の活動に際して、接種歴や陰性結果を確認する取組の為に、
健康上の理由等により、ワクチンを接種できない県民約３万
６千人と、６歳以上12歳未満の子ども約６万８千人を対象とし
た無料で受けられるPCR検査を県内の薬局50箇所程度、民
間検査機関４箇所、検査専用ブースを８箇所程度整備して、約
９万件の検査をおこなう費用約88億円が可決された。
　合わせて、県内の感染状況がレベル２以上になり、感染不安
を感じるすべての県民を対象に、知事の判断で、地域や特定の
県民を指定し、PCR検査を約６万件無料でおこなう予算約53
億円が可決された。

※ワクチン・検査パッケージ制度
　飲食店やイベント主催者等の事業者が、入店者や入場者等
の利用者のワクチン接種若しくは検査結果の陰性のいずれ
かを確認することにより、緊急事態宣言やまん延防止等重点
措置などにおいて課される行動資源を緩和する。

　ミカンコミバエは、体長７ｍｍくらいの小型のハエの一種
で、かんきつ類や野菜類の果実に寄生する重要害虫で、幼虫が
果実などに寄生すると、腐敗落下し、ひどい場合は収穫皆無と
なる。
　県内において本年５月に初めて捕獲が確認されて以降、こ
れまでにトラップ調査で128頭が捕獲されているほか、幼虫が
侵入している寄生果実が、民家のカキ等の落下果実で12件確
認されている。
　そのため、国や市町、関係団体と連携のうえ、これまで述べ
3,200名を動員し、雄の成虫を誘殺するテックス板を約８万
枚設置したほか、８月から11月下旬にかけて有人ヘリを用いて
テックス板を約20万枚散布する航空防除も併せて実施した。
　寄生果実が確認された地域では、100トンを超える摘果ミ
カンなどの不要果実の処分を行い、まん延防止に取り組んで
きた。
　今年度の取り組みを検証して、来年度以降、効率的、効果的
にまん延防止対策を実施できるように準備しておくことを求
めた。

　総務委員会で審議した補正予算は、各課が支出するコロナ
対応の国の地方創生臨時交付金を企画部が受ける収入が大
部分です。議案はデジタル改革関連法の施行にともなう関係
条例等の「条文ズレ」のほか、県税の超過課税と森林環境税の
延長措置、クロスボウ所持許可制にともなう手数料等の新設
などです。
　議案外では、IR区域認定申請の素案に論議が集中しました。
県民から中止を求める請願も出され、事業者による資金調達、
周辺道路整備、依存症対策など多岐に渡って質疑がありました。
　この他、高齢者の投票率が80才代から急激に低下している
現状をふまえ、投票機会の確保を質しました。とくに在宅郵便
投票が少ないこと、投票所への移動に介護保険が利用できる
こと、自費分も交付税措置があることなど、福祉部局と選管が
制度を共有することと県民への周知を求めました。
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今
回
の
一
般
質
問
は
、
大
き
く
は
４
点
に
つ
い
て
、
質
疑

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
知
事
の
主
要
政
策
の
進
捗
状
況
」に
つ
い
て
、
任
期

４
年
の
率
直
な
所
感
、県
民
所
得
向
上
対
策
、人
口
減
少
対
策
、

健
康
長
寿
日
本
一
な
ど
の
主
要
政
策
の
達
成
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、

各
種
政
策
の
前
提
条
件
が
激
変
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

点
を
踏
ま
え
て
、
目
標
や
施
策
の
見
直
し
な
ど
を
提
言
し
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
長
寿
日
本
一
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
５

年
程
度
の
取
り
組
み
で
、
本
当
に
県
民
の
健
康
度
が
向
上
す

る
の
か
と
い
う
疑
問
点
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
令
和
元
年
度

の
県
民
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
、
全
国
２
位
と
い
う
高
い

水
準
に
あ
り
、
食
生
活
等
を
含
め
、
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

な
ど
、
デ
ー
タ
か
ら
見
え
る
健
康
課
題
等
を
考
察
し
た
上
で
、

長
期
的
な
施
策
を
打
ち
出
す
べ
き
と
も
提
案
し
た
次
第
で
す
。

　
次
に「
コ
ロ
ナ
対
策
」と
し
て
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
中
心
に
質
疑
を
し
ま
し
た
。
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
交
互
接
種
で
す
。
１
回
目
と
２
回
目
は
同
一
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
ま
し
た
が
、
３
回
目
は
、
そ
れ
と
異
な
る
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
副
反
応
な

ど
を
考
慮
し
た
場
合
、
同
一
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
方
が
多

い
と
想
定
し
ま
す
が
、
そ
う
な
れ
ば
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
接
種
す

る
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、
取
り
扱
い
が
異
な
る
２
種
類
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
実
績
が
な
い
こ
と
か
ら
、
不
測
の
事

態
が
発
生
し
な
い
よ
う
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、「
災
害
に
強
い
行
政
体
制
」と「
教
育

行
政
」に
関
し
て
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

（
堤
）県
北
地
域
で
は
思
春
期
に
対
応
で
き
る
精
神
科
医
療
機

関
が
少
な
い
。
大
人
の
精
神
科
病
棟
に
頼
み
込
ん
で
入
院
さ

せ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
県
は
、
こ
の
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

（
福
祉
保
健
部
長
）県
で
は
、
不
足
す
る
児
童
思
春
期
の
精
神

疾
患
を
診
療
で
き
る
医
師
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
、
長
崎
大
学
病
院
が
実
施
す
る
地
域
連
携
児
童
精

神
医
学
講
座
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
令
和
２

年
度
ま
で
に
延
べ
２
５
５
名
の
医
師
が
研
修
を
受
講
し
、
39

名
が
長
崎
県
子
ど
も
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
医
に
認
定
さ
れ
、
サ

ポ
ー
ト
医
が
児
童
思
春
期
の
診
療
に
当
た
る
医
療
機
関
が
11

か
所
に
増
加
し
た
。
今
年
度
か
ら
児
童
思
春
期
の
診
療
医
療

機
関
の
さ
ら
な
る
増
加
を
目
指
し
、
サ
ポ
ー
ト
医
に
対
し
て
、

実
地
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　
県
北
地
域
に
つ
い
て
は
、
佐
世
保
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
け
た
臨
床
実
地
研
修
及
び
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
な
ど
の
ケ
ー
ス
会
議
へ
の
参
加
を
サ

ポ
ー
ト
医
に
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
児
童
思
春
期
の

現
場
に
触
れ
る
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ

り
、
県
北
地
域
に
お
け
る
診
療
体
制
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

（
堤
）専
門
の
医
師
を
養
成
し
て
い
る
間
も
、
悩
み
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
や
対
応
に
苦
慮
す
る
家
族
の
生
活
は
続
い
て
い

く
。
児
童
思
春
期
対
応
の
精
神
科
の
医
師
の
確
保
に
向
け
て
、

診
療
実
績
の
あ
る
医
師
を
県
外
か
ら
招
聘
す
る
こ
と
が
即
効

性
の
あ
る
対
応
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
も
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

主
要
政
策
の

進
捗
状
況
と

そ
の
評
価
に
つ
い
て

堤　典子

饗庭  敦子

中村  泰輔

県
北
地
域
へ
の

思
春
期
対
応
の

精
神
科
医
療
機
関
の

拡
大
に
つ
い
て
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「観光立県長崎」の回復とさらなる発展！

野母崎・島原半島の活性化に向けて

〈野母崎地区〉
　今年10月29日にオープンしました長崎市の恐
竜博物館では、ティラノザウルス科大型種の歯の
化石が長崎市で発見されたことから、実物の化石
やティラノザウルスの動くロボットが展示される
など、独自の展開を楽しむことができます。自然豊かな景色に溶け込む博
物館のポテンシャルは高く、今後はこの博物館を中心に、半島地区の面の
展開を進めていきたいと考えています。

〈島原半島〉
　島原半島の火山資源を活用した、小浜地区の地熱発電施設を訪問しまし
た。源泉の熱を回収するため、その成分により熱交換器が目詰まりすると
いう技術的な障壁を目の当たりにし、改めて地域による地熱発電の課題も
認識することができました。

　農業について、三会原地区では国の農地整備事業により生産性が大幅に
向上し、所得が倍増したとの説明を受けました。整備された様子を見て、
農地整備の重要性を改めて感じたところです。一方水産業について、廃棄
されるワカメの未利用部を栄養源にした養殖施設を訪問しました。SDGs
の観点からも素晴らしい取り組みであり、他地区に展開ができないか検討
して参ります。

　11月17日～ 18日に九州・長崎IR整備予定地、
九十九島観光公園、平戸城の城泊、波佐見町公園
　HIROPPA　新大村駅、新幹線車両基地の調査
を行いました。
　九州・長崎IR整備予定地はハウステンボスです。
８月下旬に「カジノオーストリアインターナショナル
ジャパン」が設置運営事業予定者になりました。長崎県と佐世保市と協力し
て国の区域整備認定を目指しています。経済の波及効果は年間3200億円、
雇用創出は３万人、長崎県への年間収入はカジノ関連で300億円と見込ん
でいます。夢と希望のある内容で期待するところではありますが、資金調達、
ギャンブル依存症対策などの課題にしっかりと取り組むことを求めていきま
す。その後、12月10日の総務委員会への説明の際は、イメージパース図が
大きく変更されていました。
　新大村駅は、長年の悲願であった九州新幹線西九州ルート、来年秋の開
業に向けて工事が進んでいました。
　平戸城の城泊については、「ガイアの夜明け」で報道され、日本初の取り組
みで国内外から注目を集め、平戸市の観光業が発展することが期待されて
います。宿泊者は11月までで２組。今後はコロナが落ち着いて、年間100
組を目指しているとの事でした。
　近年好調に推移してきた観光関連産業は、一昨年からの新型コロナウイ
ルス感染症により甚大な影響を受けています。今後は、コロナ禍を経て変
化した旅行者の価値観の変化への対応に取り組みながら、「観光立県長崎」
の回復とさらなる発展のために県と協力して取り組んでいきます。

離島・半島地域振興特別委員会県内視察

観光・IR・新幹線対策特別委員会の現地調査報告
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今
回
の
一
般
質
問
は
、
大
き
く
は
４
点
に
つ
い
て
、
質
疑

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、「
知
事
の
主
要
政
策
の
進
捗
状
況
」に
つ
い
て
、
任
期

４
年
の
率
直
な
所
感
、県
民
所
得
向
上
対
策
、人
口
減
少
対
策
、

健
康
長
寿
日
本
一
な
ど
の
主
要
政
策
の
達
成
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、

各
種
政
策
の
前
提
条
件
が
激
変
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

点
を
踏
ま
え
て
、
目
標
や
施
策
の
見
直
し
な
ど
を
提
言
し
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
長
寿
日
本
一
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
５

年
程
度
の
取
り
組
み
で
、
本
当
に
県
民
の
健
康
度
が
向
上
す

る
の
か
と
い
う
疑
問
点
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
令
和
元
年
度

の
県
民
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
、
全
国
２
位
と
い
う
高
い

水
準
に
あ
り
、
食
生
活
等
を
含
め
、
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

な
ど
、
デ
ー
タ
か
ら
見
え
る
健
康
課
題
等
を
考
察
し
た
上
で
、

長
期
的
な
施
策
を
打
ち
出
す
べ
き
と
も
提
案
し
た
次
第
で
す
。

　
次
に「
コ
ロ
ナ
対
策
」と
し
て
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
中
心
に
質
疑
を
し
ま
し
た
。
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
ワ
ク
チ

ン
の
交
互
接
種
で
す
。
１
回
目
と
２
回
目
は
同
一
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
ま
し
た
が
、
３
回
目
は
、
そ
れ
と
異
な
る
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
副
反
応
な

ど
を
考
慮
し
た
場
合
、
同
一
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す
る
方
が
多

い
と
想
定
し
ま
す
が
、
そ
う
な
れ
ば
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
接
種
す

る
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、
取
り
扱
い
が
異
な
る
２
種
類
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
実
績
が
な
い
こ
と
か
ら
、
不
測
の
事

態
が
発
生
し
な
い
よ
う
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、「
災
害
に
強
い
行
政
体
制
」と「
教
育

行
政
」に
関
し
て
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

（
堤
）県
北
地
域
で
は
思
春
期
に
対
応
で
き
る
精
神
科
医
療
機

関
が
少
な
い
。
大
人
の
精
神
科
病
棟
に
頼
み
込
ん
で
入
院
さ

せ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
県
は
、
こ
の
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

（
福
祉
保
健
部
長
）県
で
は
、
不
足
す
る
児
童
思
春
期
の
精
神

疾
患
を
診
療
で
き
る
医
師
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28

年
度
か
ら
、
長
崎
大
学
病
院
が
実
施
す
る
地
域
連
携
児
童
精

神
医
学
講
座
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
令
和
２

年
度
ま
で
に
延
べ
２
５
５
名
の
医
師
が
研
修
を
受
講
し
、
39

名
が
長
崎
県
子
ど
も
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
医
に
認
定
さ
れ
、
サ

ポ
ー
ト
医
が
児
童
思
春
期
の
診
療
に
当
た
る
医
療
機
関
が
11

か
所
に
増
加
し
た
。
今
年
度
か
ら
児
童
思
春
期
の
診
療
医
療

機
関
の
さ
ら
な
る
増
加
を
目
指
し
、
サ
ポ
ー
ト
医
に
対
し
て
、

実
地
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
も
実
施

さ
れ
て
い
る
。

　
県
北
地
域
に
つ
い
て
は
、
佐
世
保
こ
ど
も
・
女
性
・
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
け
た
臨
床
実
地
研
修
及
び
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
な
ど
の
ケ
ー
ス
会
議
へ
の
参
加
を
サ

ポ
ー
ト
医
に
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
児
童
思
春
期
の

現
場
に
触
れ
る
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ

り
、
県
北
地
域
に
お
け
る
診
療
体
制
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

（
堤
）専
門
の
医
師
を
養
成
し
て
い
る
間
も
、
悩
み
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
や
対
応
に
苦
慮
す
る
家
族
の
生
活
は
続
い
て
い

く
。
児
童
思
春
期
対
応
の
精
神
科
の
医
師
の
確
保
に
向
け
て
、

診
療
実
績
の
あ
る
医
師
を
県
外
か
ら
招
聘
す
る
こ
と
が
即
効

性
の
あ
る
対
応
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
も
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

主
要
政
策
の

進
捗
状
況
と

そ
の
評
価
に
つ
い
て

堤　典子

饗庭  敦子

中村  泰輔

県
北
地
域
へ
の

思
春
期
対
応
の

精
神
科
医
療
機
関
の

拡
大
に
つ
い
て
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「観光立県長崎」の回復とさらなる発展！

野母崎・島原半島の活性化に向けて

〈野母崎地区〉
　今年10月29日にオープンしました長崎市の恐
竜博物館では、ティラノザウルス科大型種の歯の
化石が長崎市で発見されたことから、実物の化石
やティラノザウルスの動くロボットが展示される
など、独自の展開を楽しむことができます。自然豊かな景色に溶け込む博
物館のポテンシャルは高く、今後はこの博物館を中心に、半島地区の面の
展開を進めていきたいと考えています。

〈島原半島〉
　島原半島の火山資源を活用した、小浜地区の地熱発電施設を訪問しまし
た。源泉の熱を回収するため、その成分により熱交換器が目詰まりすると
いう技術的な障壁を目の当たりにし、改めて地域による地熱発電の課題も
認識することができました。

　農業について、三会原地区では国の農地整備事業により生産性が大幅に
向上し、所得が倍増したとの説明を受けました。整備された様子を見て、
農地整備の重要性を改めて感じたところです。一方水産業について、廃棄
されるワカメの未利用部を栄養源にした養殖施設を訪問しました。SDGs
の観点からも素晴らしい取り組みであり、他地区に展開ができないか検討
して参ります。

　11月17日～ 18日に九州・長崎IR整備予定地、
九十九島観光公園、平戸城の城泊、波佐見町公園
　HIROPPA　新大村駅、新幹線車両基地の調査
を行いました。
　九州・長崎IR整備予定地はハウステンボスです。
８月下旬に「カジノオーストリアインターナショナル
ジャパン」が設置運営事業予定者になりました。長崎県と佐世保市と協力し
て国の区域整備認定を目指しています。経済の波及効果は年間3200億円、
雇用創出は３万人、長崎県への年間収入はカジノ関連で300億円と見込ん
でいます。夢と希望のある内容で期待するところではありますが、資金調達、
ギャンブル依存症対策などの課題にしっかりと取り組むことを求めていきま
す。その後、12月10日の総務委員会への説明の際は、イメージパース図が
大きく変更されていました。
　新大村駅は、長年の悲願であった九州新幹線西九州ルート、来年秋の開
業に向けて工事が進んでいました。
　平戸城の城泊については、「ガイアの夜明け」で報道され、日本初の取り組
みで国内外から注目を集め、平戸市の観光業が発展することが期待されて
います。宿泊者は11月までで２組。今後はコロナが落ち着いて、年間100
組を目指しているとの事でした。
　近年好調に推移してきた観光関連産業は、一昨年からの新型コロナウイ
ルス感染症により甚大な影響を受けています。今後は、コロナ禍を経て変
化した旅行者の価値観の変化への対応に取り組みながら、「観光立県長崎」
の回復とさらなる発展のために県と協力して取り組んでいきます。

離島・半島地域振興特別委員会県内視察

観光・IR・新幹線対策特別委員会の現地調査報告



●山口初實副議長室にて

深堀　浩

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
県
民
の
安
全
安
心
な
生
活
を
脅
か
し
て

き
た
感
染
症
も
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

者
の
献
身
的
な
取
り
組
み
や
地
道
な
県
民
の
感
染
防
止

対
策
に
よ
り
、
小
康
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な

変
異
株
の
発
現
な
ど
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
一
刻
も

早
く
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
県
民
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
県
行
政
を
担
っ
て

き
た
中
村
知
事
が
２
月
で
改
選
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち

改
革
21
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

も
知
事
に
対
し
、
是
々
非
々
の
立
場
で
政
策
議
論
を
交

わ
し
て
き
ま
し
た
。
次
の
知
事
が
誰
に
な
ろ
う
と
も
、

私
た
ち
は
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

建
設
的
な
政
策
提
言
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
、

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
立
て

直
し
に
向
け
た
重
要
な
予
算
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
提
言
し
て
き
た
我
々
の
政
策
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

昨
年
末
か
ら
具
体
的
な
政
策
要
望
の
取
り
ま
と
め
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
み
な
さ
ま
の
声
や
思
い
を
私

た
ち
に
託
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
任
期
最
終
年
度
と
な
る
令
和
４
年
度
も

み
な
さ
ま
と
共
に
歩
む
改
革
21
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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ウィズコロナ進む！

「ミカンコミバエ」の誘殺と防除について ワクチン・検査パッケージ等定着促進事業

ＩＲ区域認定申請素案に議論が集中

●
発
行
者
：
改
革
21
広
報
委
員
会
　
長
崎
市
尾
上
町
３‐

１
県
議
会
内
　
●
発
行
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：
２
０
２
２
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和
４
年
）１
月

赤木  幸仁 坂本　浩

観
光

生
活
建
設

委
員
会

総
務

委
員
会

　新型コロナウイルス感染症との戦いは今なお続き、この災禍
からの復旧は今後も続けていかなければなりません。６月から
取り組んできた安心・安全のための飲食店認証制度は目標
8,800店舗のところ、12月時点でまだ約3,200店舗と少ない
状況です。日本全国で感染者が少ない良い傾向もありますが、
オミクロン株等懸念される事態もありますので、店舗側も利用
する側も対策をしっかりした上で楽しんで頂ければと思います。
　また、冷え込んだ県内観光産業を盛り上げるための施策「ふ
るさとで心呼吸の旅キャンペーン」も対象が福岡・佐賀・熊本の
皆様まで拡大し、２月末まで延長となりました。予算上限に達
すると前倒しで終了となります。１月からはワクチン検査パッ
ケージが必須となり、他にもこれまでと運用が異なる部分もあ
ります。事前に情報サイトをご確認頂き、2022年がさらに日
常を取り戻す年となるようこれからも取り組んで参ります。

山口  初實

農
水

経
済

委
員
会

山田  朋子

文
教

厚
生

委
員
会

　ワクチン・検査パッケージ制度及び飲食、イベント、旅行等
の活動に際して、接種歴や陰性結果を確認する取組の為に、
健康上の理由等により、ワクチンを接種できない県民約３万
６千人と、６歳以上12歳未満の子ども約６万８千人を対象とし
た無料で受けられるPCR検査を県内の薬局50箇所程度、民
間検査機関４箇所、検査専用ブースを８箇所程度整備して、約
９万件の検査をおこなう費用約88億円が可決された。
　合わせて、県内の感染状況がレベル２以上になり、感染不安
を感じるすべての県民を対象に、知事の判断で、地域や特定の
県民を指定し、PCR検査を約６万件無料でおこなう予算約53
億円が可決された。

※ワクチン・検査パッケージ制度
　飲食店やイベント主催者等の事業者が、入店者や入場者等
の利用者のワクチン接種若しくは検査結果の陰性のいずれ
かを確認することにより、緊急事態宣言やまん延防止等重点
措置などにおいて課される行動資源を緩和する。

　ミカンコミバエは、体長７ｍｍくらいの小型のハエの一種
で、かんきつ類や野菜類の果実に寄生する重要害虫で、幼虫が
果実などに寄生すると、腐敗落下し、ひどい場合は収穫皆無と
なる。
　県内において本年５月に初めて捕獲が確認されて以降、こ
れまでにトラップ調査で128頭が捕獲されているほか、幼虫が
侵入している寄生果実が、民家のカキ等の落下果実で12件確
認されている。
　そのため、国や市町、関係団体と連携のうえ、これまで述べ
3,200名を動員し、雄の成虫を誘殺するテックス板を約８万
枚設置したほか、８月から11月下旬にかけて有人ヘリを用いて
テックス板を約20万枚散布する航空防除も併せて実施した。
　寄生果実が確認された地域では、100トンを超える摘果ミ
カンなどの不要果実の処分を行い、まん延防止に取り組んで
きた。
　今年度の取り組みを検証して、来年度以降、効率的、効果的
にまん延防止対策を実施できるように準備しておくことを求
めた。

　総務委員会で審議した補正予算は、各課が支出するコロナ
対応の国の地方創生臨時交付金を企画部が受ける収入が大
部分です。議案はデジタル改革関連法の施行にともなう関係
条例等の「条文ズレ」のほか、県税の超過課税と森林環境税の
延長措置、クロスボウ所持許可制にともなう手数料等の新設
などです。
　議案外では、IR区域認定申請の素案に論議が集中しました。
県民から中止を求める請願も出され、事業者による資金調達、
周辺道路整備、依存症対策など多岐に渡って質疑がありました。
　この他、高齢者の投票率が80才代から急激に低下している
現状をふまえ、投票機会の確保を質しました。とくに在宅郵便
投票が少ないこと、投票所への移動に介護保険が利用できる
こと、自費分も交付税措置があることなど、福祉部局と選管が
制度を共有することと県民への周知を求めました。


